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宛山陵日肱
広報ああず 2001 2月号

した空間です

炉前ホーjし

通路 待合室(洋室)

待合ロビー

大洲市斎場「肱陵苑J

と、利用上のお願い
・利用手続
大洲市斎場では、火葬業務、産樗汚物、手術肢体の焼却

業務を行います。
火葬受付時間 午前10時から午後4時まで

(開場時間は、午前 9時30分から午後6時まで)
休場 日 1月1日
受付場所火葬申請市民課(市役所 1階)ft24-2111 

火葬予約保険環境課(市役所 1階)
執務時間外は、宿日直者(1階口ピ )で受け付
けます。

園使用料関係

施設名 種別 単位
使 用 料

市 内 市 タト

12歳以上 体 5，000円 20，000円

12歳未満 体 3，000円 12.000円

火葬室 死産児 体 2，000円 8.000円

手術肢体 {牛 3.000同 12.000同

産樗汚物 イ牛 500円 2.000円

霊安室 遺体保管 日 5，000円 20，000円

多目的人使 回
待合室 用する場合 (3時間 20.000円 50.000円

のみ 以内)

備考
① 「市内」とは、死亡者(死産児については、その父又は母)
及び手術を受けた者が、住民基本台帳法(昭和42年法律第81号)
第6条の規定に基づき、本市の住民基本台帳に記録又は外国人
登録原票に登録されている場合をいう。

② 「市外Jとは、①に定める場合以外をいう。

-火葬に際して
(1) 火葬・斎場使用許可証をご遺体搬入の時に斎場の受

付ヘ提出してください。
火葬 -斎場使用許可証は、火葬終了後、所定の事項

を記入して火葬済証としてお返しいたしますので、納
骨の際、墓地管理者に提出してください。

(2) 棺の中ヘ次のようなものは入れないでください。
ガラス・瀬戸物・金属・ふとん・スポンジ枕・化学

繊維・書籍・ビン・綿類の厚いもの 爆発物 ーその他
これらに類する品物
燃えない(燃えにくい)ため火葬炉を傷めるばかり

でなく、ご遺体にも影響します。
(3) 心臓のペースメーカーを使用されている方は、お知

らせください0

・待合ホール及び待合室(和室・洋室)のご利用
(1) 待合ホールは、自由にご利用ください。待合室は斎

場職員に申し出て、その指示に従ってください，
(2) 場内に持ち込まれたもの (ごみ等)は、お持ち帰り

ください。
(3) 場内への酒類の持ち込み及び場内での飲酒は、お断

りいたします。
(4) 湯沸室に、お茶-湯呑み -茶瓶-ポッ ト等を備えて

いますので、ご自由にご使用ください。
(5) 多目的な使用を希望される方は、市役所で所定の手

続をしてください。使用後は責任をもって後片づけを
行ってください。

・その他
(1) 霊安室(遺体保管)の使用を希望される方は、市役所

(市民課)で所定の手続をしてください。
(2) 斎場職員への心付けは、一切お断りいたします0
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広報ああず 2001 2月号

大洲市
故人への想い出を偲ぶにふさわしい

名 称大洲市斎場 「肱陵苑J
所在地大洲市西大洲 甲2085番地 1

宮 59-1581(ファ ックス兼用)

敷地面積 6，901.78m' 
建築面積 1，459.66m' (延床面積1，373.75m')
炉設備大型火葬炉4基

と優し

火葬棟告別ホール、告別室、炉前ホール、炉室

収骨ホール、収骨室、霊安室、作業員室

受付、倉庫等
待合棟 和室待合室2室、洋室待合室2室、待合口ビ一、トイレ等

駐車場 59台(乗用車55台、マイク口パス 4台)

火葬炉の特徴
火葬炉の形式

.再燃焼炉直上型セラミ ック炉

.前室(冷却室)による強制冷却

公害防止対策

の調和

・再燃炉による排ガスの完全燃焼 (無臭・無煙化)

.集じん装置(パグフィルター)によるばいじん処理

大型火葬炉

省エネ及び省力化

.自動燃焼制御による火葬の時間短縮友び燃料の節減

.機器の集中制御



112月定例市議会

令世紀初頭のビック‘プロジェクト

大淵城天守閣復元に向Itτ
木材調達と石垣修復設計委託料を計上

一般会計
特別会計
企業会計
合計

2月号広報おおず 2001

9億8，882万1千円

5，451万9千円

1億七523万3干円
11億5，857万3千円

12月補正予算

十
二
月
の
定
例
市
議
会
は
、
十
二

月
六
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
十
五
日

間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
議
会
で
は
、
予
算
関
係
+
二
件
、

条
例
関
係
四
件
、
人
事
案
件
一
件
、

そ
の
他
二
件
が
提
出
さ
れ
、
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

提
案
理
由
の
説
明

我
が
郷
土
大
洲
市
に
愛
着
と
誇
り

を
持
ち
、
魅
力
と
活
力
に
満
ち
た
ま

ち
寺つ
く
り
の
た
め
、
農
林
・
商
工
業

の
振
興
、
教
育
・
福
祉
の
充
実
、
上
・

下
水
道
や
生
活
道
路
の
整
備
、
大
洲

拠
点
地
区
の
整
備
な
ど
生
活
環
境
基

盤
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

二
十
一
世
紀
は
、
我
々
地
方
自
治

体
に
と
り
ま
し
て
、
少
子
高
齢
化
、

地
方
分
権
、
行
財
政
改
革
、
高
度
情

報
化
、
地
球
環
境
保
全
な
ど
の
課
題

が
山
積
し
て
お
り
、
そ
の
真
価
と
力

量
が
問
わ
れ
る
時
代
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
と
き
に
こ
そ
、
将
来

に
し
っ
か
り
と
し
た
展
望
を
持
ち
、

市
民
の
皆
様
と
一
体
と
な
っ
て
、
誠

心
誠
意
、
努
力
を
重
ね
な
が
ら
市
政

の
伸
展
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
建
設
省
で
ご
採
択
い
た
だ

き
ま
し
た
直
轄
河
川
激
甚
災
害
対
策

特
別
緊
急
事
業
に
よ
り
、
肱
川
・
矢

落
川
合
流
部
や
春
賀
、
八
多
喜
地
区

に
お
け
る
工
事
が
竣
工
い
た
し
ま
し

た
。
肱
川
の
治
水
対
策
は
、
い
ま
だ

当
市
の
最
重
要
課
題
で
あ
り
、
安
全

で
安
心
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
第

一

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
(
内
容
抜
粋
)

補
正
予
算
の
概
要

地
方
拠
点
都
市
(
大
洲
拠
点
地
区
)

の
さ
ら
な
る
企
業
立
地
を
促
進
す
る

た
め
、
二
線
提
を
兼
ね
た
市
道
整
備

を
進
め
る
た
め
用
地
取
得
費
等
の
経

費
が
追
加
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
本
格
的
な
高
齢
化
社
会
に

向
け
、
家
族
介
護
者
ヘ
ル
パ

l
の
資

格
取
得
を
目
指
す
受
講
者
の
受
講
費

の
一
部
を
支
援
す
る
た
め
の
経
費
や

二
十

一
世
紀
の
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
と

な
る
大
洲
城
天
守
閣
復
元
に
使
用
す

る
木
材
購
入
及
び
天
守
台
石
垣
設
計

経
費
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
補
正
に
よ
り
、
平
成
十
二

年
度
の
予
算
総
額
は
三
百
四
十

一
億

三
千
三
十
六
万
八
千
円
と
な
り
、
前

年
同
期
と
比
較
す
る
と
九
・
七
%
の

増
加
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
一
般
会
計
の
予
算
総

額
は
百
七
十
九
億
六
千
八
百
三
十
二

万
円
と
な
り
、
昨
年
度
同
期
と
比
較

し
て
十
四
億
五
千
九
百
四
十
七
万
五

千
円
(
八
・
八
%
)
増
加
し
ま
し
た
。

人

事

案

件

V
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意

見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

氏
名
奥
島
直
道
(
再
任
)

生
年
月
日
昭
和
白
年
2
月
初
日

住
所
大
洲
市
常
磐
町
三
O
番
地
一

氏

名

松

岡

強

(

新

任

)

生
年
月
日
昭
和
国
年
7
月
刊
日

住
所
大
洲
市
八
多
喜
町
甲
一
一
七

一
番
地
の
二

した主な事業費

総務費

o地方拠点都市基盤整備事業費追加 196，600千円
・二線提を兼ねた市道用地購入費ほか

補 正

3，600千円

203，985千円

《一般会計》

費商

o空庖舗対策事業補助金追加

0大洲城天守閣復元事業費追加

-木材調達委託料追加

・石垣修復設計委託料ほか

工

民 生費

o家族介護者へルパー受講支援事業補助金追加
(受講者数増加による追加) 1，800千円

費衛生

o斎場管理運営経費追加
(新斎場稼働に係る追加)

o旧火葬場解体撤去事業費

費土木

o地方道路整備事業費追加

-若宮東大洲線道路改良事業費ほか

18，000千円
5，628千円

農林水産業費

0中山間地域等直接支払事業交付金 39，054千円
。フレッシュファーマー支援事業費補助金
(若い農業者の確保育成を目的とし、営農施設整備を支援) 4唱 500千円
。畜産振興総合対策事業費(多田養豚団地
再構築事業)補助金追加 74司 165千円

。林業構造改善事業費 81，420千円
・林道一ツ木家野線開設事業費

13，197千円
費教育

0私立学校振興費補助金

(衛生看護専攻科開設事業補助金)

12，803千円

※今議会での議決事項など、詳しくは「大洲市議会

だより No.30Jをご覧ください。
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所得税の

確定

申告

平
成
十
二
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
の
受
付
が
二
月
十
六
日
か
ら
税

務
署
で
始
ま
り
ま
す
。
申
告
期
限
は

三
月
十
五
日
で
す
が
、
期
限
間
近
に

な
り
ま
す
と
税
務
署
は
混
雑
が
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
、
早
め
に
確
定
申
告

を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

め
に
f

b
h
m
e
B
⑤
句

{確
定
申
告
に
必
要
な
も
の
}

①
申
告
書
を
お
送
り
し
て
い
る
人
は

必
ず
そ
の
「
申
告
書
」

②
印
鑑

③
所
得
金
額
の
計
算
内
訳
書

④
給
与
な
ど
の
あ
る
人
は
「
源
泉
徴

収
票
」

⑤
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
「
支

払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書
、
保
険

な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
の
明

細
書
」

⑤
社
会
保
険
料
控
除
の
あ
る
人
は
、

「
国
民
健
康
保
険
、
国
民
年
金
、

介
護
保
険
料
な
ど
の
支
払
明
細
書
」

⑦
生
命
保
険
料
控
除
、
損
害
保
険
料

控
除
の
あ
る
人
は
「
支
払
保
険
料

の
証
明
書
」

③
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け

る
人
は
「
住
民
票
、
家
屋
の
登
記

簿
謄
本
、
売
買
契
約
書
、
住
宅
取

得
資
金
に
係
る
借
入
金
の
年
末
残

高
等
証
明
書
」
な
ど

⑨
雑
損
控
除
を
受
け
る
人
は
「
被
害

を
受
け
た
住
宅
・
家
財
の
明
細
書
」

還
付
申
告
書
た
だ
い
ま
受
付
中

所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の

申
告
は
、
一
月
か
ら
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
自
分
で
書
い
て
、
早
め
に
郵

送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

還
付
金
の
受
取
に
は
「
預
貯
金
口

座
へ
の
振
込
」
が
便
利
で
す
。

不
明
な
点
は
、
遠
慮
な
く
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

女
か
ん
タ
ッ
ク
ス
の
ご
利
用
を

税
務
署
で
は
、
か
ん
タ

ッ
ク
ス

(
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
申
告
書
作
成

シ
ス
テ
ム
)
を
設
置
し
て
い
ま
す
の

で
、
次
の
人
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

O
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
方
で
医
療
費
控

除
や
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
あ

る
方

O
収
入
が
公
的
年
金
の
み
の
方

O
給
与
所
得
者
で
中
途
退
職
の
方

O
給
与
2
カ
所
以
上
の
方
な
ど

か
ん
タ

ッ
ク
ス
を
使
え
ば
自
分
で

書
い
た
申
告
書
の
計
算
誤
り
な
ど
の

検
算
も
簡
単
に
で
き
ま
す
。

女
確
定
申
告
書
は
ご
自
分
で
記
載
し

て
郵
送
に
よ
る
提
出
を

所
得
税
は
、
自
分
の
所
得
の
状
況

を
最
も
よ
く
知
っ
て
い
る
納
税
者
が

自
ら
税
法
に
従
っ
て
所
得
と
税
額
を

正
し
く
計
算
し
、
申
告
・
納
税
を
行

う
申
告
納
税
制
度
を
採
用
し
て
い
ま

す
。税

務
署
と
市
役
所
税
務
課
及
び
各

連
絡
所
の
窓
口
に
は
、
分
か
り
ゃ
す

い
「
申
告
書
の
書
き
方
」
を
備
え
付

け
て
い
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
、

ご
自
分
で
記
載
し
て
、
郵
送
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
税
務
署
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
宮
@

3
1
1
5

市県

民税
の申告

一
一
月
十
六
日
か
ら
市
役
所
で
市
県

民
税
の
申
告
書
の
受
付
が
始
ま
り
ま

す
。
市
県
民
税
の
申
告
は
平
成
十
三

年
一
月
一
日
現
在
大
洲
市
に
住
所
の

あ
る
人
で
、
申
告
義
務
の
あ
る
人
が

対
象
と
な
り
ま
す
の
で
必
ず
三
月
十

五
日
ま
で
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

{申
告
義
務
の
あ
る
人
】

平
成
十
二
年
中
に
、
給
与
以
外
に

営
業
・
農
業
・
不
動
産

・
配
当
な
ど

の
所
得
が
あ

っ
た
人

{申
告
の
必
要
が
な
い
人
}

①
所
得
が
給
与
所
得
だ
け
で
ほ
か
に

所
得
が
な
く
、
事
業
所
か
ら
給
与

支
払
報
告
書
が
市
役
所
に
提
出
さ

れ
て
い
る
人

②
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
税
務
署

へ
提
出
す
る
人

{申
告
に
必
要
な
も
の
}

上
記
所
得
税
の

〔
確
定
申
告
に
必

要
な
も
の
〕
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

{申
告
相
談
}

市
で
は
、
左
記
の
日
程
で
市
県
民

税
の
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。
市
役

所
税
務
課
と
各
連
絡
所
を
会
場
に
実

施
し
ま
す
の
で
、
申
告
に
つ
い
て
わ

か
ら
な
い
こ
と
や
、
ご
相
談
の
あ
る

人
は
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
税
務
課
市
民
税
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮

@
2
1
1
1
(
内
線
1
2
8
)

で
、

「
|
|
|寸
-
-
-

d
丸
一

一色

北川、ょこ

-

ω
Z
F

即

υ一
防
一
日

R
υ
羽
制

-
qu
一

H
附
一
時

一躍

け
己

一
4

一土

ぺ
に
一
後

一に

十
軽
一
午
一

も

o

M
気
一

~

一と
す

げ
士
一
時

一署
ま

れ
れ
一
9

-務
し

リ
ま
一
前

一税
庁

に
い

一
午
一

・
間

同
て

一

一}
折
ま

肘
-
万

一

一街
日

開
ff
一

一

市

祝

玉
、
J
t
FI
l
l
-
-
-
ー

ー

税
談
一炎
司
』
了

所

相

一信
E
H

「

間
培
一割

W
H
一申
時

地 区 期 間 場 戸庁

大 効H 2月 16日 ~22日 市役所税務課

新 省 2月23日働 連絡所会議室

大 (大成) 2月26日伺) 連絡所会議室

)11 (間11) 2月26日伺) 基幹集落センター

平 野 2月27日ω 連絡所会議室

南久 米 2月28日制 連絡所会議室

菅 田 3月1日(対 連絡所会議室

相H 沢 3月2日働 連絡所会議室

差 3月5日伺) 連絡所会議室

八多 喜 3月6日ω 連絡所会議室

上 須戒 3月7日制 連絡所会議室

申告相談日程表平成13年度市県民税

5 
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加
入
を
お

す

す

め

し

ま

す

/

市民

雰『号
ヨZ

市
民
交
通
傷
害
保
険
の

受
付
は
三
月
一
日
か

5

平
成
十
三
年
度
の
市
民
交
通
傷
害

保
険
の
受
付
が
、

三
月

一
日
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
各

世
帯
に
申
込
書
(
住
所
・
氏
名
を
記

入
済
み
の
も
の
)
を
配
布
し
ま
す
。

万
一
の
事
故
に
備
え
て
、
家
族
み
ん

な
で
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

加
入
を
希
望
す
る
人
は
、
区
長
さ

ん
を
通
じ
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
地
区
入
り
さ
れ
て
い
な
い
人

で
、
肱
南
・
久
米
・
肱
北

・
喜
多
・

平
地
区
に
お
住
ま
い
の
人
は
、
市
役

所
総
務
財
政
課
交
通
安
全
係
ま
で
、

各
連
絡
所
管
内
に
お
住
ま
い
の
人
は
、

最
寄
り
の
連
絡
所
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

{
加
入
資
格
}

当
市
に
住
ん
で
い
る
人
及
び
当
市

内
に
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人
。
た

だ
し
、
加
入
は

一
人
二
口
ま
で
に
限

り
ま
す
。

{
保
険
料
】

一
口
四
八

O
円
(
中
途
申
し
込
み

は
、
月
額
四

O
円
)

二
口

九

六

O
円
(
中
途
申
し
込
み

は
、
月
額
八

O
円
)

{
保
険
期
間
}

平
成
十
三
年
四
月

一
日
か
ら

一
年
間

支
払
わ
れ
る
保
険
金

日
本
国
内
に
お
い
て
自
動
車
、
オ
ー

ト
バ
イ
、
自
転
車
、
列
車
な
ど
に
乗
っ

て
、
追
突
、
つ
い
落
、
て
ん
覆
し
た

り
し
た
事
故
や
、
歩
い
て
い
て
こ
れ

ら
の
車
両
に
は
ね
ら
れ
た
り
、
ひ
か

れ
た
り
し
た
事
故
に
対
し
て
支
払
わ

れ
ま
す
。

金
額
は
治
療
期
間
に
よ
り
異
な
り

ま
す
が
、
一
口
に
つ
き
、
五
千
円

(
治
療
期
聞
が

一
週
間
未
満
)
か
ら

百
万
円
ま
で
で
す
。

万
が
一
、
事
故
に
あ
っ
た
時
は

自
損
事
故
に
よ
る
け
が
で
も
、
軽

い
け
が
で
も
必
ず
警
察
へ
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。
届
け
出
を
怠
る
と

保
険
金
が
支
払
わ
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

保
険
金
の
請
求
を

f

市
民
交
通
傷
害
保
険
に
加
入
さ
れ

て
い
て
、
交
通
事
故
で
負
傷
さ
れ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
保
険
金
請
求
を

忘
れ
て
い
た
人
は
、
で
き
る
だ
け
早

く
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
総
務
財
政
課
交
通
安

全
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮

@
2
1
1
1
(
内
線
3
2
3
)

忘れていませんかダ
保険料納付

市民課国民年金係

告24-2111 内線111

国
民
年
金
は
、
世
代
と
世

代
の
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。

国
民
年
金
制
度
は
、
国
民
み
ん
な

が
加
入
し
て
若
い
世
代
が
、
年
金
世

代
を
支
え
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま

す
。私

た
ち
が
納
め
る
保
険
料
が
今
の

お
年
寄
り
の
生
活
を
支
え
、
私
た
ち

が
年
老
い
た
と
き
に
は
、
次
の
世
代

の
人
た
ち
が
納
め
る
保
険
料
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
る
、
国
民
全
体
の
支
え

合
い
の
制
度
で
す
。

あ
な
た
と
あ
な
た
の
家
族

に
と
っ
て
、
大
切
な
保
険
料

で
す
。

保
険
料
を
納
め
忘
れ
る
と
、
将
来

受
け
る
老
齢
基
礎
年
金
の
額
が
少
な

く
な
っ
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
受

6 

け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

ま
た
、
万

一
の
事
故
や
病
気
な
ど

で
障
害
者
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
き

に
支
払
わ
れ
る
障
害
基
礎
年
金
や
、

不
幸
に
も
亡
く
な
ら
れ
た
と
き
に
支

払
わ
れ
る
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

保
険
料
を
納
め
ず
に
放
っ
て
お
く

と
納
付
期
限
か
ら
二
年
を
過
ぎ
た
場

合
、
後
で
納
め
た
く
て
も
納
め
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
結

果
、
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
寂
し
い
老
後
を
過
ご
す
こ
と

に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

自
分
自
身
の
老
後
の
基
盤
を
築
く

た
め
に
も
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

あ
な
た
と
あ
な
た
の
家
族
に
大
切

な
保
険
料
納
付
で
す
。
忘
れ
ず
に
納

め
ま
し
ょ
う
。

保
険
料
の
納
め
忘
れ
を
防
ぐ
た
め

に
、
便
利
で
確
実
な
保
険
料
の
口
座

振
替
や
前
納
制
度
も
あ
り
ま
す
。

※
国
民
年
金
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

市
役
所
市
民
課
国
民
年
金
係
ま
で

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
/



2月号広報ああず 2001

第8回大洲市民大学
3月25日(日)開催

聴講券は2月5日から発売/

「衰の文化
男の文化J

大洲市教育委員会では、(財)桝山教育振興会の助成を

うけて、第 8回大洲市民大学を開催します。今年は、法

政大学教授の田嶋陽子さんを迎えての講演会です。

平成13年3月25日(日)

開場14:30 開会15:00

【場所】 大洲市民会館大ホール

【演題】 「女の文化男の文化J
【聴講料】 1，000円

聴講券は、 2月5日聞から教育委員会及び市内各公民館で販売します。

【問い合わせ先】大洲市教育委員会社会教育体育課

ft24-2111 内線552
※当日の駐車場は、大洲市民会館 ・大洲小学校をご利用ください。

時】【日PROFILE 

子さん陽

講師紹介

田嶋
1941年生まれ。静岡県出身。

1969年に津田塾大学大学院博士課程修了後、津田塾大学、

東京女子大などの講師、イギリス留学を経て、 72年に法

政大学専任教員、 74年に助教授、 76年に教援となる。翻

訳、執筆活動のほか、現在はテレビコマ シヤルや討論

番組などでも活躍中。

林

野

火

災

の

防

止

林
野
で
の
火
の
取
浪
い
に
つ
い
て

例
年
、
林
野
火
災
は
春
先
に
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。
林
野
火
災
は
、

い
っ
た
ん
発
生
す
る
と
、
焼
損
面
積

が
広
範
囲
に
お
よ
び
消
火
に
長
時
間

を
要
し
ま
す
。
林
野
火
災
の
ほ
と
ん

ど
は
、
た
き
火
の
不
始
末
や
タ
バ
コ

の
投
げ
捨
て
な
ど
の
ち
ょ
っ
と
し
た

不
注
意
か
ら
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

貴
重
な
自
然
を
火
災
か
ら
守
る
た

め
、
次
の
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。

電
気
器
具
の
過
熱
は

赤
信
号

ス
イ
ッ
チ
や
コ
ン
セ
ン
ト
、
コ
ー

ド
な
ど
が
熱
く
な
る
の
は
、
電
気

の
使
い
す
ぎ
か
、
接
触
不
良
が
原

因
で
す
。
こ
の
ま
ま
使
用
し
て
い

る
と
、
停
電
や
火
災
の
原
因
に
な

り
ま
す
。
電
気
工
事
庖
に
み
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
。

財
団
法
人
四
国
電
気
保
安
協
会

愛
媛
支
部
大
洲
支
所

宮

@
5
0
1
2

-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・圃--i 大洲市観光ホームページの i 
アドレスを変更しました .1 I 

E尽議羽]冨E訂IDD h川
E ぶ寸程皐義量智2.新約アド~しス

L';";ーーーーー園田園」
7 



2月号広報ああず 2∞1

記念植樹
植樹費用は 1本 1万円

総務財政課行政係

内線328

4月29日(日)みどりの日

あなたの大切な

卸売固

ft24一2111

富
士
山
南
側
斜
面
に
あ
る

「
市
民
の
森
」
に
集
合
/

大
洲
市
は
、
市
民
に
親
し
ま
れ
る

花
と
緑
の
公
園
づ
く
り
の
一
つ
と
し

て
、
富
士
山
に
「
市
民
の
森
」
を
整

備
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
大
切
な

思
い
出
を
一
本
の
木
に
託
し
、
あ
な

た
自
身
の
手
で
植
樹
し
て
み
ま
せ
ん

，刀
。{日

時
}

四
月
二
十
九
日
田
み
ど
り
の
日

午
前
十
時
か
ら

【
場
所
】

富
士
山
南
側
斜
面

(
家
族
旅
行
村
オ
l
ト
キ
ャ
ン
プ

場
入
口
付
近
)

【
対
象
者
】

①
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
(
大
洲
出

身
で
市
外
に
住
ん
で
い
る
人
及
び

市
内
の
団
体

・
法
人
を
含
む
)

②
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
平
成

十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
聞

に
何
ら
か
の
慶
事
を
迎
え
た
人
、

ま
た
は
迎
え
る
人

【
植
樹
の
種
類
と
費
用
}

樹
木
名
キ
ン
モ
ク
セ
イ

費

用

一

万

円

(
プ
レ
ー
ト
代
、
支
柱

代
を
含
む
)

【
申
込
期
限
}
四
月
六
日
幽

{
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
}

総
務
財
政
課
行
政
係
ま
で

8 

第
何
回
大
洲
市
駅
伝
大
会

初
冬
の
大
淵
路
定

自
慢
の
健
脚
を
競
う

中学校生女子の部 中学校男子の部

9区間 (22.8km) 10区間 (31.7km)

新首中学校A 大洲南中学校A

位 1時間28分43秒 位 1時間48分01秒

2 大洲南中学校A 2 新奇中学校A

位 1時間30分02秒 位 1時間51分18秒

3 大洲北中学校A 3 大洲北中学校A

位 1時間30分49秒 位 1時間51分39秒

4
部
門
に
担
チ

l
ム
が
参
加

十
二
月
二
日
目
、
恒
例
の
大
洲
市

駅
伝
大
会
が
開
催
さ
れ
二
百
八
十
九

人
の
選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。

晴
天
の
こ
の
日
、
大
洲
市
役
所
玄

関
前
で
の
開
会
式
で
は
、
大
会
長
あ

い
さ
つ
に
続
き
、
平
野
体
育
協
会
チ
ー

ム
の
続
和
生
さ
ん
が
選
手
宣
誓
を
行

い
、
午
後
一
時
三
十
分
の
号
砲
と
と

も
に
健
脚
自
慢
の
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
が

市
役
所
立
体
駐
車
場
前
を
ス
タ
ー
ト

し
て
い
き
ま
し
た
。

な
お
、
各
部
門
の
上
位
三
位
ま
で

の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

高校・一般女子の部 一般男子の部

9区間 (22.8km) 8区間 (22.8km)

ウオーク・ラビ‘ット 平野体育協会

位
(HATAKI) 位 1時間17分07秒
1時間55分31秒

2 2 徳森

位 位 1時間17分35秒

3 3 大洲警察署

位 位 1時間23分34秒



2月号広報ああず 2001

大
洲
少
年
少
女

合
唱
団
発
表
会

皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
平
成
日
年
2
月
白
月
出

リ

H

時
初
分
間
演

場
所
国
立
大
洲
青
年
の
家

入
場
料
無
料

内
容

合
唱

(
音
楽
の
お
く
り
も
の
、

太
陽
の
マ

l
チ
他
)

サ
キ
ソ
ホ
l
ン
独
奏
ほ
か

日本のIT革命を進めます f

現在、インターネット博覧会、通称「インパク」が開
催されています。

インパクはインターネット上で国が行う全く新しい形
の博覧会で、企業や団体、国や県などが200を超えるパ

ビリオン(ホームページ)を出展しています。
愛媛県では、遍路道にちなんだテーマの「いやしのみ

ち」と、しまなみ海道にちなんだテーマの「橋~つ芯が
る心」の2つのテーマパビリオンを出展し、バーチャル
体験やゲームのほか、愛媛の観光などを紹介しています。
【期間】 2000年12月 31 日 ~200l年12月 31 日 ( 1年間)

【開催地】博覧会メインゲート http://www.inpaku.go.jp/ 
四国パビリオン http://www.silくoku-iyasi.org 
愛媛パビリオン http://www.inpaku目pref.ehime.jp/

催】 日本政府(内閣総理大臣官房新千年紀記念行事推進室)

第

6
回

春
の
コ
ン
サ
ー
ト

大
洲
ふ
じ
か
げ
コ
ー
ラ
ス
で
は
、

春
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

平
成
日
年
3
月
3
日
出

開
場
日
時
開
演
日
時
初
分

場
所
大
洲
市
民
会
館
大
ホ
l
ル

内
容
合
唱
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
な
ど

出

演

内

子
町
並
エ
コ

l
、
ア
ン
サ

ン
ブ
ル

Y
U
K
-
1
、
長
浜
コ
ー
ラ
ス
、

か
じ
か
コ
ー
ラ
ス
、
大
洲
ふ
じ
か
げ

コ
ー
ラ
ス

賛
助
出
演
:・
吉
岡
妙
水
(
ピ
ア
ノ
)

特
別
出
演
・:
森
敬
恵
(
ソ
プ
ラ
ノ
)

綱
川
立
彦
(
バ
リ
ト
ン
)

と
も
に
二
期
会
会
員

入
場
料
無
料
(
駐
車
場
は
有
料
)

【問
い
合
わ
せ
先
}
宮
@
4
2
7
8

大
洲
ふ
じ
か
げ
コ
ー
ラ
ス
事
務
局

第

4
回
国
際
婦
人
デ

l

記
念
講
演
会

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
洲
で
は
、

国
際
婦
人
デ
l
を
記
念
し
て
、
次
の

と
お
り
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。

講
師
戒
田
節
子
氏

(
南
海
放
送
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
)

演
題
「
ワ
ン
ラ
ブ
」

j

ひ
と
つ
の
愛
か
ら
j

日
時

平
成
日
年
2
月
お
日
目

日
時
叩
分
j

日
時

場
所
大
洲
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

4
階
多
目
的
ホ

l
ル
(
約
2
5
0
名
)

入
場
料
男
女
を
問
わ
ず
無
料

【問
い
合
わ
せ
先
}
宮
@
4
2
7
8

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
洲

講
演
会
事
務
局

イFコ 9-~'v l- 鐸覧室

:'I~" 
策綱策E

2000.12.31 i> 200 1. 12.31 

【主

"，.，. 

lMl¥ijfihi!illit!i!bJd I ) 

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

しれ内学
たにの生昨心
。素す各意年孟

日青ば中見の "(l. 

ら 学発秋つ
し校表、な

話完全品五
見表が樹=言
をが閉ま葦
発、かつ弘
表それり M ・
しれ、. け
まぞ市中

そ
の
中
で
、

M
く
ん
は
「
ぼ
く
は

人
に
あ
い
さ
つ
を
す
る
よ
う
に
心
が

け
て
い
ま
す
。
あ
い
さ
つ
を
す
る
と
、

と
て
も
き
わ
や
か
な
温
か
い
気
持
ち

に
な
り
ま
す
。
あ
い
さ
つ
は
、
よ
り

き
ず

良
い
人
間
関
係
を
築
く
た
め
の
大
切

な
手
段
な
の
で
す
」
と
言
っ
て
い
ま

す
。
あ
い
さ
つ
を
心
が
け
る
中
学
生

が
い
る
の
は
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
同
和
教
育

こ
ん
だ
ん

地
区
懇
談
会
で
も
、
あ
い
さ
つ
の
こ

と
が
、
よ
く
話
題
に
な
り
ま
す
。
あ

る
時
、
参
加
者
の

一
人
が
「
こ
の
地

域
の
子
ど
も
た
ち
は
、
よ
く
あ
い
さ

つ
を
し
て
く
れ
る
の
で
、
気
持
ち
が

い
い
。
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
と
、
人

と
人
と
の
心
が
通
い
合
い
、
差
別
の

な
い
地
域
づ
く
り
に
も
つ
な
が
る
と

思
う
。
と
こ
ろ
が
最
近
は
、
道
で
会
つ

で
も
あ
い
さ
つ
を
し
な
い
人
が
多
く

な
っ
た
よ
う
だ
。
ま
た
、
先
日
ス
ー

パ
ー
で
買
い
物
を
し
て
い
る
と
、
向

こ
う
か
ら
ぶ
つ
か

っ
て
い
な
が
ら
、

ご
め
ん
な
さ
い
の

一
言
も
な
く
、
平 NO.268 

人
権
と
同
和
教
育

気
な
顔
で
通
り
過
ぎ
た
人
が
い
た
」

と
、
残
念
そ
う
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

う
っ
か
り
人
に
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま

う
こ
と
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
す
。
そ

の
時
は
「
ご
め
ん
な
さ
い
」
と
か
、

「
す
み
ま
せ
ん
」
と
か
、
な
ん
ら
か

い

し

ひ

ょ

う

じ

の
意
思
表
示
を
す
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
れ
を
し
な
い
と
い
う

む

し

こ
と
は
、
相
手
の
存
在
を
無
視
し
、

軽
視
す
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

き
は
く

人
間
関
係
が
希
薄
に
な
り
つ
つ
あ

る
と
言
わ
れ
る
現
代
社
会
に
あ
っ
て、

へ
ん
け
ん

差
別
や
偏
見
の
な
い
「
人
権
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
進
め
る
た
め
に
、

一
番

大
切
な
こ
と
は
、
だ
れ
も
が
心
を
開

み
と

い
て
、
理
解
し
合
い
、
認
め
合
う
こ

と
で
す
。

こ
の
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
も
、

気

持
ち
の
よ
い
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
こ

と
か
ら
、
そ
し
て
、
心
を
つ
な
ぐ
温

か
い
言
葉
を
か
け
合
う
こ
と
か
ら
始

が

ん

ば

ま
り
ま
す
。
「
ど
う
ぞ
」

「頑
張
っ
て」

「気
を
つ
け
て
」

「
ご
く
ろ
う
さ
ま
」

「
す
み
ま
せ
ん
」
と
、
す
べ
て
の
人

と
ど

に
私
た
ち
の
心
が
届
く
よ
う
、
話
し

か
け
、
ほ
ほ
笑
み
を
交
わ
し
合
う
こ

と
が
大
切
で
し
ょ
う
。

9 
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平成13年 1月 1固まで

に皆様か5お寄せいただ

いた復元のための募金額

は、 172.475，755円

です。

かわら臨

元木洲城復

大洲市は、市の新しいシンボルとして、市制施行50周年を迎える平成16年
(2004)の完成を目指し、大洲城天守閣復元事業に取り組んでいます。大洲
城に関する写真や資料などをお持ちの人はご連絡ください。また、このコー
ナーに対してのご意見も募集しています。

商士観光課まちづくり対策係 ft 24-2111内線222

発
掘
調
査
概
要
報
告
書

を

発

行

大
洲
市
教
育
委
員
会
で
は
、
大
洲

城
跡
天
守
跡
地
で
実
施
し
た
発
掘
調

査
に
つ
い
て
、
概
要
を
ま
と
め
た
報

告
書
(
概
報
)
を
発
行
し
ま
し
た
。

こ
の
報
告
書
は
、
「
遺
跡
は
研
究

者
の
も
の
で
は
な
く
、
地
域
住
民
の

も
の
で
あ
る
」
こ
と
を
念
頭
に
お
き
、

写
真
や
図
面
を
多
く
掲
載
し
て
、
調

査
の
概
要
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し

た
も
の
で
す
。

概
報
の
内
容

発
掘
調
査
は
、
平
成
十
一
年
二
月

か
ら
平
成
什
に
第

一
月
ま
で
、
大
洲

城
天
守
と
多
聞
櫓
の
跡
地
(
約
二
七

o
d
)
で
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
復
元

す
る
天
守
の
重
要
な
資
料
と
な
る
遺

構
を
検
出
し
て
い
ま
す
。

①
天
守
と
多
聞
櫓
の
基
礎
石

復
元
す
る
建
物
の
規
模
や
、

位
置
を
判
断
す
る
資
料
と
な
り

詰
寸
。

ー
②
雨
落
ち
溝

軒
か
ら
落
ち
る
雨
だ
れ
を
受

け
る
溝
で
、
軒
の
長
さ
を
判
断

す
る
管
制
抑
と
な
り
ま
す
。

③
天
守
礎
石

天
守
の
柱
を
支
え
て
い
た
石

で
、
建
物
の
位
置
や
高
さ
を
判

断
す
る
資
料
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
遺
構
の
下
か
ら
、
別

の
建
物
の
遺
構
と
織
田
・
豊
臣
系
の

城
郭
瓦
が
出
土
し
ま
し
た
。

①
巨
石
列

天
守
よ
り
古
い
時
代
の
も
の

え~H械の発掘調査
舗IlJi:t'.eIJ:A:句"齢史態調健音量.. 仰

と
考
え
ら
れ
、
上
に
建
っ
て
い

た
も
の
は
、
櫓
か
天
守
の
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

②
城
郭
瓦

秀
吉
の
居
城
、
あ
る
い
は
秀

吉
家
臣
の
居
城
に
使
わ
れ
て
い

た
瓦
と
同
じ
デ
ザ
イ
ン
の
菊
紋

瓦
な
ど
、
織
田
・
豊
臣
期
の
瓦

が
出
土
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

に
よ
り
、
あ
る
時
期
の
大
洲
城

が
織
田
・
豊
臣
系
城
郭
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
を
物
語
っ
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
、
そ
の
下
の
層
ゆ
吟
辻
塀

跡
と
見
ら
れ
る
遺
構
や
、
土
師
質
土

器
が
出
土
し
ま
し
た
。

復
元
す
る
天
守
の
遺
構
よ
り
古
い

時
代
の
遺
構
は
、
調
査
区
外
に
延
び

て
お
り
、
全
容
が
わ
か
ら
な
い
た
め

今
後
の
調
査
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
調
査
内
容
の
詳
細
に
つ
い

て
記
載
す
る
本
報
告
書
は
、
天
守
復

元
の
報
告
書
と

一
連
の
も
の
と
し
て

平
成
十
六
年
度
以
降
に
発
行
す
る
予

定
で
す
。

企菊紋瓦と軒平瓦出土状況

• • • • • • • 
藤樹先生膝元に隠された意外な事実

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 
• • • 
• • 

平成11年(1999) 2月 2日から開始した発掘調査は、中江藤樹先生の銅像の

石積み基礎(写真 1)を取り除く作業から開始しました。

この銅像は、明治43年に本丸の天守跡地に建立され大正14年、昭和27年と 3

度変わりましたが、銅像周囲の石積み基礎は当時のままでした。以来、今日ま

でその地下は、人の手が加わることなく中江藤樹先生に守られていました。

• 
• • • • 

• • τ. 
写真 1発掘調査前ー南から- . 

• • • 
• • 

一致した 5個の石
中江藤樹像基礎石を覆う玉石を取り外したとこ

ろ、約80cm大の石が 6個検出されました (写真 2)。

天守復元図面と石の配置を照らし合わせたところ、

6個のうち 5個の石が柱位置と一致し(右図)、天

守の石であることが判明しました。 また、礎石の

抜き取り 穴 も6箇所検出されました。

6個の礎石はいずれも緑泥片岩で、石の裏には

フジツボが付着していました。おそらく長浜周辺

の海から肱川 を使って舟で運び入れたのでしょう 。

• • • 
• • • 
• • • 

• • • 

10 

• 
• • 

図復元平面図の柱位置と礎石の配置

• • • • • • • • • 
写真 2礎石検出状況一南からー

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 



こうりょうえん

大洲市斎場 I取陵苑」落成式

長い間利用されてきた大洲、八多喜の両火葬場に代わる施設として、こ
の度、大洲市斎場 I肱陵苑Jか.完成し、落成記念式典ガ行われました。
この日は、関係者約100人か.出席し、新しい時代にふさわしい近代的な斎
場の完成を祝いました。

。〉新春書き初め会

年生まで
校に集まり、新春書き初め会ガ関かれました。 21世紀最初の
年となった今年、新たな気持ちて。IL，¥をこめて学年ごとに決め
られた課題文字に挑戦しました。

@三必 まちの駅は和風純木造で/

リ
まちの駅整備検討委員会の小泉紘文委員長と井関和彦副委

員長ガ答申書を桝田市長に手渡しました，旧，JT跡地に「ま
ちのE則を整備することについて、観光情報や地元特産品の
提供を行い、その運営は中心市街地活性化法に位置付けられ
たTMOに委ねることなどの基本的な考え方ガ示されました。

，

3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
2
5
3
0
;

j

j主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主

3
3
5

で主〉 西川投手ガ天守閣復元に寄付

し
てでさることを .a.Jと西川慎一投手(阪神タイガース)から100万
円の寄付ガありました。 昨年、45試合に登板した西川投手力、ら
「来季は70試合登板を目指します。大洲から一人でも多くの選手
ガワロ野球に入ることを願っています。」とメッセージガありました。

⑨人権週間街頭啓発

gr川
寸
凶
m

，
q

-m
 

P
J
 

人権の大切さを再認識してもらおうと、人権週間街
ガ行われました。この日は、大洲市役所玄関前で出発式を行っ
た後、市内各地を啓発し途中買い物客にチラシを手渡して差
別のない明るい社会の実現を呼びかけました。
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いきいき

lAte 

実
施
場
所
は
い
ず
れ
も
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー

2
階
で
す
。

【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

0
2
月

6
日

例

平

成

ロ

年

9
月
生
※

0
2
月

H
日

制

平

成

日
年

7
月
生

0
2
月
幻
日
例
平
成
叩
年
1
月
生

受

付

時

間

日

時

1
日
時
却
分

持
参
品
母
子
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト

※
は
パ
ス
タ
オ
ル
が
必
要

【
叩
カ
月
児
育
児
相
談
】

0
2
月

5
日

間

平

成

ロ

年

4
月
生

受
付
時
間

9
時
加
分
l
m
時

持
参
品
母
子
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト

パ
ス
タ
オ
ル

宮)

宮)

浜)

ft24-1500 

ft24-1200 

石村医院(長

|日曜・祝祭日の当番医|

末光眼科(若

医 院(若平田

(日)

2月11日

(日)

2月4日

【
健
康
相
談
・
栄
養
相
談
】
予
約
制

0
2
月
出
日
開

相
談
時
間
叩
時
j

U
時
、
日
時
i
日
時

持

参

品

健

康

手

帳

ft52-0275 

骨
髄
パ
ン
ク
に
登
録
を
f

「
骨
髄
液
の
提
供
(
骨
髄
移
植
)
」
と

い
う
あ
な
た
の
善
意
が
、
白
血
病
や
重

症
再
生
不
良
性
貧
血
な
ど
の
血
液
難
病

の
患
者
さ
ん
の
命
を
救
い
ま
す
。

骨
髄
移
植
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は

患
者
と
骨
髄
提
供
者
(
ド
ナ
l
)
の
白

血
球
の
型

(H
L
A
型
)
が
一
致
し
て

い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
型

が

一
致
す
る
確
立
が
高
い
と
さ
れ
る
兄

弟
姉
妹
間
で
も

4
人
に

l
人
と
ま
れ
な

た
め
、
ま
だ
多
く
の
患
者
さ
ん
が
骨
髄

移
植
を
受
け
ら
れ
な
い
で
い
ま
す
。

愛
媛
県
で
は
、
登
録
窓
口
を
開
設
し

て
い
ま
す
の
で
却
歳
か
ら
印
歳
ま
で
の

健
康
な
人
の
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

、
C

/

u

f

m

)

ぽ出

/

I

L

O

J

向
り

1
1
守

d
泊

f

約
す
肘

+A伊
肯
」
ト
U
N

劃
血
相

検
採
軒
町

骨
髄
パ
ン
ク
登
録
窓
口

八
幡
浜
中
央
保
健
所

8
0
8
9
4
l
2
2
4
l
l
l
 

ロ)

かわ1;)"た産婦人科(東大洲)

西原耳鼻咽日開ヰ(東大洲)

ft24-0700 

ft23-3366 

いんなみ眼科(回2月12日

(月)

2月25日

(日)

2月18日

ft23- 11 03 (日)

大

洲

保

健

所

予
約
制

【
エ
イ
ズ
検
査

・
相
談】

O
第

1
・
3
火

曜

日

日

時

i
u
時

【
難
病
医
療
相
談
】

0
第

3
火

曜

日

日

時

1
日
時

【
精
神
保
健
福
祉
相
談
】

O
第
3
金
曜
日

日

時

i
日
時

【
H
T
L
v
ー
l
抗
体
陽
性
者
相
談
】

o
月

1
金
曜
日

9
時

l
m
時
叩
分

【
女
性
の
健
康
相
談
】

O
第

3
木

曜

日

目

時

j
口
時

【
思
春
期
保
健
相
談
】

O
第

4
木

曜

日

日

時

j
日
時

【
ピ
カ
イ
チ
歯
の
健
康
相
談
】

O
第

3
水

曜

日

目

時

1
日
時

対
象
就
学
前
児
童

(
1
1
6
歳
)

内
容
歯
科
検
診
、
歯
み
が
き
指
導
、

フ
ッ
ソ
塗
布
、
健
康
相
談
な
ど

次
の
と
お
り
、
献
血
車
が
巡
回
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

2
月
1
日
休

市
立
大
洲
病
院
叩
時
j

U
時

加
戸
病
院
日
時
叩
分

i
u
時
叩
分

西

田

興

産

同

時

i
m時
加
分

2
月
四
日
間

大
洲
市
役
所

日
時

i
m時

救急当番病院

曜日によって救急当番病院は変

わります。昼間・夜間の急患など、

ご相談は、その日の当番病院まで。

水

市立大洲病院(西大洲)

ft24-2151 

加戸病院(若宮)

ft24-5101 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

月・火曜日

日

木~日曜日

曜

新|図者館
刊

案| 川
内 l iJ24~""f'-

超
古
代
遺
跡
と
異
星
文
明
の
謎

モ
1
リ
ス
・
シ
ャ
ト
ラ
ン
著

四
季
の
ハ

l
ブ
と
花
紀
行
神
蔵
嘉
高
文

凍
と
し
て
・
・

・
。

花
田
憲
子
著

子
供
の
虐
待
一
問
一
答
田
上
時
子
著

ち
ょ
っ
と
待
て
市
町
村
合
併

自
治
体
問
題
研
究
所
編

国
の
つ
く
り
方
渡
部
昇
一
ほ
か
著

密

着

母

娘

門

野

智

子

著

「節
約
子
育
て
/
」
の
方
法

ま
ま
と
ん
き
つ
ず
箸

元
気
と
勇
気
と
や
る
気
が
わ
き
出
る
本

中
郁
秀
雄
著

結
婚
し
ま
せ
ん
。

遥

洋

7

ず
著

倒
れ
る
前
に
早
期
発
見
無
症
候
性
脳

梗

塞

中

野

重

徳

著

地
獄
の
沙
汰
も
医
者
し
だ
い奈

良
信
雄
著

ガ
ン
末
期
夫
と
向
き
あ
っ
た
最
後
の
時

間

T
B
S
ス
ー
パ
ー
フ
ラ
イ
デ

l
編

1
人
分
間
円
以
内
の
お
か
ず

ブ
テ
ィ
ッ
ク
社

大

人

の

お

し

ゃ

れ

西

山

栄

子

著

超
・
入
り
や
す
い
庖
売
れ
る
庖

馬
淵
哲
・
南
保
恵
著

ス
カ
を
つ
か
む
な
/
情
報
家
電

藤
井
耕
一
郎
著

最
新
ゴ
ル
フ
実
践
大
上
達
百
科
学
研

生
き
て
こ
そ
光
り
輝
く
石
橋
幸
緒
著

艶

紅

藤

田

宜

永

著

炎

の

影

香

納

諒

一

著

練

鳴

海

章

著

P
I
N
K

柴
田
よ
し
き
著

銀
行
男
た
ち
の
決
断

山
田
智
彦
著

12 

獅

子

の

座

平

岩

弓

枝

著

雪
月

夜

馳

星

周

著

迷

子

の

眠

り

姫

赤

川

次

郎

著

四
季
・
亜
紀
子
上
・
下
五
木
寛
之
著

鎖

乃

南

ア

サ

著

体
は
全
部
知
っ
て
い
る
吉
本
ば
な
な
著

新

宿

鮫

風

化
水

脈

大

沢

在

昌

著

そ
し
て
、
こ
う
な
っ
た
佐
藤
愛
子
著

恋

せ

よ

妻

た

ち

林

望

著

文
珍
で
え
っ
せ

l

桂

文

珍

箸

あ
え
て
押
し
ま
す
横
車
上
坂
冬
子
著

星

の

旅

人

黛

ま

ど

か

著

自
分
を
ま
げ
な
い
勇
気
と
信
念
の
こ
と

ば

曽

野

綾

子

著

天
使
の
記
憶

N
・
ヒ

ュ
ー
ス
ト
ン
著

裏
稼
業
上
・
下

J
・
グ
リ
シ
ャ
ム
著

銃
・
病
原
菌
・
鉄
上
・
下

ジ
ヤ
レ
ド
・
、
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
著

おすすめの一冊

<:IllE> 

三好正文箸

題

「
歌
な
き
歌
人
」
猿
丸
大
夫
は
、
な
ぜ

百
人
一
首
に
選
ば
れ
た
の
か
。
本
当
に

猿
丸
大
夫
は
伝
承
上
の
架
空
の
人
物
な

の
か
。
大
洲
の
神
社
に
残
さ
れ
た
室
町

時
代
の
絵
巻
物
が
、
百
人
一
首
と
猿
丸

大
夫
を
め
ぐ
る
数
多
く
の
謎
を
解
く
。

大
洲
農
業
高
校
三
好
教
諭
に
よ
る
著
書
。

二
月
生
涯
学
習
講
座
ご
案
内

古
文
書
解
読
講
座

「
大
洲
藩
君
命
録
」

講
師
芳
我
一
章
先
生

日
時

2
月
お
日
同

9
時
鈎
分
j
日
時
叩
分

場
所
大
洲
市
立
図
書
館

4
階

O
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。
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(有)神田鉄工 所

ft24-4122 

伊予屋住設

ft24-2541 

城戸電 業 社

ft25-2944 

岡福水道工事庖

ft24-3656 

(槻土居鉄工所

ft24-4519 

大塚鉄 工 所

ft25-0300 

(有 ) 南 予水道住設

ft25-1350 

神南 設備

ft25-4684 

惰)星 加 水道原備

ft26-0020 

久保鉄 工 所

合 26-0 5 3 7 

徳森 設備

ft25-4023 

(有)佐々木鉄工

ft26-0875 

(有) 丸電工業

ft24-5351 

(有)菊地浄化槽センター

会 24 -0 0 1 3 

(有) 三 原設備

ft24-3783 

松浦建設 (株)

ft25-5335 

(有 ) い の水道設備

ft24-2216 

(有)アサノ設備

ft24-0783 

消
費
者
モ
ニ
タ
ー
の
募
集

消
費
者
行
政
に
一
般
消
費
者
の
意
見

を
反
映
さ
せ
、
公
正
取
引
委
員
会
の
仕

事
に
消
費
者
の
立
場
か
ら
協
力
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
平
成
日
年
度
も
新
た
に

消
費
者
モ
ニ
タ
ー
(
任
期
は
平
成
日
年

4
月
j
平
成
H
年
3
月
末
日
)
を
募
集

い
た
し
ま
す
。

【
応
募
資
格
}
却
歳
以
上
の
消
費
者

【
応
募
方
法
】
官
製
は
が
き
に
次
の
所

定
事
項
を
記
入
の
う
え
、
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

所
定
事

項

①

住

所

②

氏

名

①

年
齢

④
電

話

番

号

⑤

職

業

@

各
種
モ
ニ
タ
ー
経
験
の
有
無
⑦
家

族
構
成
(
続
柄
、
年
齢
、
職
業
)
③

最
寄
駅
ま
で
の
所
要
時
間
⑩
応
募

し
た
理
由
(
川
字
程
度
以
上
)

【
募
集
期
間
】
平
成
日
年
l
月
9
日
ω

1
2
月
9
日
幽
(
当
日
消
印
有
効
)

【
モ
ニ
タ
ー
の
役
割
・
謝
礼
な
ど
】

モ
ニ
タ
ー
研
修
会
(
年
2
回
)
に

出
席
す
る
こ
と
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

(
年
数
回
)
に
回
答
す
る
こ
と
、
消

費
者
と
し
て
の
意
見
や
情
報
を
提
供

す
る
こ
と
な
ど
で
す
。
研
修
会
へ
の

出
席
旅
費
及
び
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
の

水道業者の

緊急漏水当番

2月3日目

通
信
費
は
、
当
委
員
会
で
負
担
し
、

謝
礼
は
、
年
額
1
万
2
千
円
(
上
限
)

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
】

干

7
6
0
1
0
0
6
8

高
松
市
松
島
町
l
ー

η
ー
ロ

公
正
取
引
委
員
会
事
務
総
局
近
畿

中
四
国
事
務
所
四
国
支
所
総
務
課

8
0
8
7
8
3
4
1
1
4
4
1
 

県
営
住
宅
の
補
欠
入
居
者
募
集

愛
媛
県
で
は
、
県
営
大
洲
東
団
地
に

空
室
が
生
じ
た
と
き
入
居
で
き
る
補
欠

入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

【
空
室
発
生
状
況
】
平
成
叩
年
度
l
戸
、

平
成
日
年
度
0
戸
、
平
成
ロ
年
度
O

戸

(
平
成
ロ
年
ロ
月
日
日
現
在
)

空
室
は
年
間
o
j
l
戸
し
か
生
じ
ま

せ
ん
が
、
空
室
が
生
じ
た
場
合
に
入
居

す
る
順
番
を
前
も
っ
て
抽
選
で
決
定
し

て
お
き
ま
す
。

【
建
物
概
要
】

中
層
耐
火
3
階
建
・
3
D
K
/
l
戸

の
面
積
乃
・
日
平
方
メ
ー
ト
ル

【
申
し
込
み
受
付
期
間
}

平
成
日
年
2
月
5
日
間
1
9
日
幽

8
時
加
分
i
M
時

【
抽
選
日
及
び
会
場
】

3
月
1
日
同

2月4日(日)

2月10日出

2月11日(日)

愛
媛
県
大
洲
総
合
庁
舎
3
階
会
議
室

大
洲
市
田
口
甲
4
2
5

l

【
申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先
】

八
幡
浜
地
方
局
大
洲
土
木
事
務
所

建
築
指
導
係

g
@
5
1
2
1
(
内
線
3
2
0
)

放
送
大
学
で
学
び
ま
せ
ん
か

現
在
、
平
成
日
年
度
l
学
期
(
4
月

授
業
開
始
)
入
学
生
を
募
集
中
で
す
。

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
を
利
用
し
て
授
業

を
行
う
正
規
の
通
信
制
4
年
制
大
学
で

学
士
(
教
養
)
の
学
位
が
取
得
で
き
ま
す
。

入
学
試
験
は
な
く
、
誰
で
も
全
科
履
修

生
(
四
歳
以
上
)
、
選
科
・
科
目
履
修

生
(
日
歳
以
上
)
と
し
て
入
学
で
き
ま

す
。【

募
集
学
生
】

O
卒
業
を
目
指
す
全
科
履
修
生

0
1
年
間
在
学
す
る
選
科
履
修
生

0
6
カ
月
間
在
学
す
る
科
目
履
修
生

【
出
願
受
付
】

平
成
日
年
2
月
日
日
附
ま
で

【
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先
】

干

7
9
0
ー
0
8
2
6

松
山
市
文
京
町
3
番
愛
媛
大
学
内

放
送
大
学
愛
媛
学
習
セ
ン
タ
ー

合

0
8
9
1
9
2
3
1
8
5
4
4

2月12日(月)

2月17日国

2月18日(日)

※
ス
カ
イ
パ
1
フ
エ
ク

T
V
(
テ
レ
ビ

2
0
5
チ
ャ
ン
ネ
ル
、
ラ
ジ
オ
5
0

0
チ
ャ
ン
ネ
ル
)
で
全
国
放
送
中
。

お
米
の
表
示
制
度
が
変
わ
り
ま
す

平
成
日
年
4
月
1
日
よ
り
食
糧
庁
品

質
表
示
基
準
か
ら
J
A
S
法
に
基
づ
く

品
質
表
示
基
準
に
変
わ
り
ま
す
。

必
要
な
表
示
事
項
は
、
「
名
称
」

「
原

材
料
」
「
内
容
量
」
「
精
米
年
月
日
」

「
販
売
業
者
等
の
氏
名
ま
た
は
名
称
、

住
所
及
び
電
話
番
号
」
で
、
お
米
を
販

売
す
る
す
べ
て
の
販
売
業
者
は
容
器
ま

た
は
包
装
の
見
や
す
い
個
所
に
一
括
し

て
表
示
し
ま
す
。

〈表示ルール〉

O単品でかつ証明を受けたものの場合

名 称 精 米

原料玄米
産地 |品種 |産年 |使用割合

0県 口ヒカリ A年産 100% 

内容量 5kg 

精米年月日 14.10.1 
00米穀株式会社

販売者 口口県00市ムム x-x 
TELOOO (ムムム) xxxx 

2月24日(土)

2月25日(日)

【問い合わせ先】高松食糧事務所松山事務所
大洲支所 ft24-4195 

松
山
空
港
か
う
海
外
へ
行
こ
う
f

定
期
航
空
路
線
が
就
航
し
て
い
る
大

韓
民
国
は
、
年
間
を
通
じ
て
の
グ
ル
メ

や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

2
0
0
2
年
に
は
日
韓
で
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
よ
り
身

近
な
隣
国
へ
と
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ソ
ウ
ル
金
浦
空
港
か
ら
は
、
ア
メ

リ
カ
や
ア
ジ
ア
諸
国
へ
も
乗
り
継
ぎ
が

可
能
で
す
。
毎
週
日

・
火
・
木
曜
日
運

航
さ
れ
て
い
る
松
山
空
港
か
ら
の
ソ
ウ

ル
線
を
利
用
し
て
、
身
近
に
な

っ
た
海

外
に
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

松
山
空
港
利
用
促
進
協
議
会

お
お
す
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

V
N
巴

W
Y
e
a
r
，
s

カ
ー
ド
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

1
月
お
日
ω
1
2
月
4
日
間

V

「
第
2
回
四
国
の
み
ち

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
作
品
展

2
月
6
日
例
j
2
月
ロ
日
開

V
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

「
木
綿
あ
そ
び
」
作
品
展

2
月
H
日
嗣
j
2
月
お
日
側

V

「自
然
の
造
形
美
を
生
か
し
た

か
ず
ら
箆
」
展
示
発
表
会

2
月
幻
日
例
1
3
月
4
日
同

展
示
時

間

叩

時

i
口
時

※
最
終
日
は
日
時
ま
で

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
会
@
1
2
8
1

A
編
集
後
記

V

新
年
が
ス
タ
ー
ト
し
て
1
カ
月
が
た

ち
ま
し
た
。
幻
世
紀
に
な
り
時
代
は
大

き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
楽
し
い
広
報
誌

に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
の
よ
い
ア
イ
デ
ア
や
お

便
り
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

(

や
)

13 
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内
ヰ目 言炎 内 白げ明 日 時 など 場所など 問い合わせ先

交 通事故相談 2 月 8 日休)/10時~15時 市役所 2階会議室 総務財政課父通安全係

( 愛媛県) 2 月 26日伺)/ 1 0時~ 1 5時 市役所2階会議室 n24-2111内線323
人 4雀 中目 談 2 月 15目的/10時~ 1 5時 八多喜公民館

急ぐときは法務局会24-4155
(法務省) 2 月 19日間/10時~ 1 5時 市役所3階会議室

人 権 擁 護 委員による 毎週月・水・金曜日 法務局大洲支局
法務局大洲支局 n24-4155 

無 料 キ目 談 所 9 時~16時(休日を除く) 人権相談室

fj 政 キ目 談
2 月 20日 0，0/9 時~1 2時 市役所3階会議室 急ぐときは n24-5072C山本)

(総務庁) n24-4294C辻)

社会保険相談
2 月 5 日伺)/10時~16時

大洲商工会議所
松山西社会保険事務所

2 月 20日ω/10時~16時 n089-925-5105 

不動産無料相談 2 月 15日附/ 9 時~ 1 6時 宅建協会大洲支部 備)上田喜六不動産 n24-4452 

定期税務相談 2 月 9 日樹/10時~15時 大洲商工会議所 大洲税務署 n24-3115 

一般相談 毎週月 -水金曜日 社会福祉協議会相談室

心配ごと 法律相談 毎週火曜日 (総合福祉センター1階)
社会福祉協議会 n23-0313 

キ目 談 l 介護相談 毎週木曜日

電話相談 1 0時~ 1 2時、 13時~16時 (直通)n23-5629 

家庭児童相談 毎日の執務時間中 市役所高齢福祉課 n24-2111 内線 177

同和問題に関する
毎日の執務時間中

大洲隣保館 n24-6100 
(可 で も ヰ目 談 大洲福祉会館 n25-0947 

青少年相談電話 毎日の執務時間中 青少年センター n24-7830 

ふれ愛スクール相談電話 毎日の執務時間中 国立大洲青年の家 n24-1414 
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大洲市内の交通事故

12月末現在 昨年同期

件数 304 272 

負傷者 421 365 

死者 5 3 

平成12年12月31日現在

39，273人(+ 15) 出生 35人(+10) 

18，754人 (+10) 死亡 30人 (- 6) 

20，519人 (+ 5) 

14，503世帯(+10)( 

市民の動き

)内は対前月比

人口

男

女

世帯数

固定資産税 4期

納期は 2月28日です

今月の納税は
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